
木　材　建　材　業　界　の　“ 今 ”　を　知　る

The KENZAI Monthly 7
July
2010
No.538

For The Future
鏡原 文夫さん

FRONT RUNNER
株式会社エーワン精密

+Biz Topics
News pick up! 住友林業ニュース

建材マンスリー資料室

特集　住まいとまちを変える!?

スマートグリッド



（かしわぎ・たかお）1970年東京工業大学工学部生産
機械工学科卒業、同大学大学院修士・博士課程を経て、
1979年博士号取得。1980年から1981年まで米国商
務省NBS招聘研究員などを経て、1988年東京農工
大学工学部教授、2000年に同大学大学院教授に
就任。2007年より現職。経済産業省総合資源エ
ネルギー調査会新エネルギー部会長、内閣府
燃料電池評価・助言会議議長ほか、エネル
ギー関連の各種審議会の主要メンバー
として活躍。専門分野は環境・エネ

ルギーシステム工学、冷凍・空
気調和、応用熱工学。

住まいとまちを変 

充電ステーション

た
、各
家
庭
に
も
「
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
計
測
器
を
取
り
付
け
、太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
発
電
量
、電
力
使
用

量
、逆
潮
に
よ
る
電
力
量
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
。ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
は
携
帯
電
話
と

も
リ
ン
ク
す
る
よ
う
に
な
り
、家
電
な
ど

の
リ
モ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
に
な

る
で
し
ょ
う
。そ
う
な
れ
ば
、外
出
先
か
ら

発
電
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、家
電
の
ス

イ
ッ
チ
を
オ
ン
・
オ
フ
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。ち
な
み
に
、関
西
電
力
で
は
２
０
０

８
年
か
ら
各
家
庭
に
設
置
し
始
め
て
お

り
、10
年
か
け
て
こ
れ
ま
で
の
メ
ー
タ
ー

と
取
り
替
え
る
予
定
で
す
。

低
炭
素
社
会
の
実
現
は

太
陽
光
発
電
と
Ｅ
Ｖ
が
カ
ギ

―
―
普
及
す
る
と
、ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
か
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
低
炭
素
社
会
の
実

現
が
可
能
に
な
り
ま
す
。例
え
ば
、技
術

開
発
が
進
み
、太
陽
電
池
の
発
電
コ
ス
ト

が
化
石
燃
料
並
み
に
下
が
れ
ば
、家
庭
用

電
源
と
し
て
平
準
化
さ
れ
、住
宅
地
一
帯

の
す
べ
て
の
屋
根
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
が
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。そ
う
な
る
と
、各
家
庭
、各
団
地

が
「
発
電
所
」と
な
る
の
で
す
。晴
れ
て

い
る
場
所
で
は
太
陽
光
発
電
量
が
多
い
た

め
、余
剰
電
力
が
発
生
し
、雨
の
降
っ
て
い

る
場
所
で
は
発
電
量
が
少
な
い
た
め
、電

力
不
足
が
起
こ
り
ま
す
。そ
こ
で
、エ
リ
ア

か
ら
エ
リ
ア
へ
電
力
を
分
け
れ
ば
、な
る
べ

く
化
石
燃
料
を
使
わ
ず
に
太
陽
光
発
電

に
よ
る
電
力
を
最
大
限
に
利
用
で
き
る
の

で
す
。

　

ま
た
、電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）の
蓄
電

池
の
性
能
が
ア
ッ
プ
し
て
一
般
家
庭
の
電

気
使
用
量
を
超
え
る
10
kwh
程
度
充
電
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、太
陽
光
発
電
で
得

た
余
剰
電
力
を
充
電
し
、夜
や
悪
天
候
の

日
に
Ｅ
Ｖ
か
ら
家
庭
の
電
気
を
供
給
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。そ
う
な
る
と
、電
力
使

用
量
の
ピ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
い
る
発
電
設

備
を
縮
小
で
き
る
の
で
、電
気
料
金
が
安

く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
災
害
時
に
、食
料
を
保
管
し
て

い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
停
電
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、現
場
に
Ｅ
Ｖ
が
向

い
、コ
ン
ビ
ニ
に
対
し
て
電
気
を
供
給
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。低
炭
素
社
会
の
実

現
だ
け
で
な
く
、多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
出

て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

―
―
普
及
す
る
の
は
い
つ
頃
で
す
か
。

　

各
家
庭
で
ど
れ
だ
け
発
電
さ
れ
る
か

に
よ
っ
て
整
備
の
リ
ミ
ッ
ト
が
決
ま
る
の

で
、正
確
な
時
期
は
分
か
り
ま
せ
ん
。た

だ
、電
信
柱
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
付
け
、逆
潮

が
ど
れ
く
ら
い
起
こ
っ
て
い
る
か
を
確
認

し
た
り
、順
次
導
入
さ
れ
て
い
る
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
の
情
報
を
集
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、地
域
ご
と
の
発
電
量
が
分
か

り
ま
す
。都
市
ガ
ス
や
灯
油
な
ど
か
ら
お

湯
と
電
気
を
つ
く
る
家
庭
用
燃
料
電
池

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（「
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
」な
ど
）で
も
発
電
で
き
る
の

で
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
、

他
の
機
器
の
普
及
状
況
に
よ
っ
て
も
導
入

時
期
に
影
響
が
で
て
く
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

柏木 孝夫氏
東京工業大学大学院 教授

特 

集

急速充電ステーション

都市エリア

蓄電池やEVの電気を住宅内で利用

他住宅の蓄電池や
EVの電気を利用

夜

蓄電池
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スマートグリッドえる!?

エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

―
―
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
が
注
目
さ
れ

る
背
景
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

小
泉
内
閣
時
代
の
２
０
０
５
年
、政
府

は
２
０
２
０
年
ま
で
に
太
陽
光
発
電
量
の

目
標
値
を
当
時
の
実
績
で
あ
る
約
１
４

０
万
kw
の
10
倍
、約
１
，４
０
０
万
kw
と
設

定
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、麻
生
内
閣
時
代
の

２
０
０
９
年
、政
府
は
２
０
２
０
年
ま
で

に
２
０
０
５
年
比
の
20
倍
、約
２
，８
０
０

万
kw
と
設
定
。各
家
庭
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
発
電
さ
れ
た
余
剰
電
力

は
、電
力
会
社
へ
売
電
す
る
た
め
に
、電
力

網
を
伝
っ
て
通
常
と
逆
に
走
ら
せ
て
い
ま

す
（
逆
潮
）。現
在
の
電
力
網
だ
と
１
，４

０
０
万
kw
程
で
あ
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん

が
、２
，８
０
０
万
kw
と
な
る
と
、周
波
数

が
変
調
し
、電
圧
が
上
が
る
た
め
大
変
危

険
で
す
。そ
こ
で
、ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の

必
要
性
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
で
す
。

　

ま
た
、ア
メ
リ
カ
で
は
、石
油
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
重
視
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
か

ら
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
重
視
す
る

オ
バ
マ
大
統
領
に
交
代
。経
済
危
機
か
ら

脱
す
る
た
め
に
打
ち
出
さ
れ
た
経
済
政

策
「
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」の
中

で
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
整
備
が
唱
わ
れ

た
こ
と
で
、日
本
で
も
話
題
と
な
り
ま
し

た
。送
配
電
シ
ス
テ
ム
が
弱
い
ア
メ
リ
カ

で
は
、環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
電
力
網
を
強
化

さ
せ
る
こ
と
が
必
須
な
の
で
す
。

―
―
具
体
的
に
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と
は
、た
だ
の
電
力

網
で
は
な
く
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
」と
言
え
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
、

発
電
所
か
ら
各
地
域
に
一
方
通
行
で
電
力

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
が
家
庭
に
も
普
及
し
始
め

た
こ
と
で
、電
力
網
の
末
端
で
発
電
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、さ
ら
に
多
く
の
発
電
量

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、双
方
向

に
行
き
交
う
電
力
を
無
駄
な
く
安
全
に

使
う
た
め
に
、電
力
量
、電
圧
、周
波
数
な

ど
を
測
定
。そ
の
デ
ー
タ
を
電
力
会
社
に

送
信
す
る
の
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）を
導
入
し
た
計
器
を
電
柱
に
取
り
付

け
る
必
要
が
出
る
と
予
想
で
き
ま
す
。ま

最近、新聞や雑誌などで
頻繁に目にする

「スマートグリッド」。
太陽光発電や蓄電池などを繋ぎ、

ITを用いた計測機器を設置することで
電力の需要と供給を効率的に調整できる
「次世代送電網」のことを言います。

アメリカでは「グリーン・ニューディール」政策の下、
再生可能エネルギーの導入と脆弱な電力網の改善を見据え

スマートグリッドの導入が進行していますが、
日本の場合は経済、環境の両面におけるメリットに注目が集まり、

エコ住宅を語る上でのキーワードとなっています。
では、実際にどのような仕組みで

どのような効果を生み出すのでしょうか。
今後の住宅ビジネス展開のために

ぜひ知っておきたい情報をまとめてみました。

「スマートグリッド」はなぜ必要なのか、
「スマートグリッド」で人々の暮らしはどのように変わるのか、

環境・エネルギーシステム工学を専門とされている、
東京工業大学の柏木教授にお話を伺いました。

Chapter 1 
まずは押さえておきたい

スマートグリッド基礎知識

余剰電力を蓄電池やEVに充電

夜充電して
昼利用

他住宅の蓄電池や
EVに充電

電気の流れ

ICT
（情報通信技術）

ICT
（情報通信技術）

住宅コミュニティ

昼

原子力
発電

複合
発電

携帯電話で
家電や機器を
リモートコントロール

石炭 天然ガス

スマートグリッド普及で実現する !?
スマートシティ

蓄電池
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住まいとまちを変える!?スマートグリッド特 

集

住宅メーカーから見た「スマートハウス」とは？

各社の独自性を活かした、特色のあるコンセプトを提案

　

現
在
、当
社
で
も
新

築
で
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
搭
載
す
る
お
客
様
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

当
社
の
２
０
１
０
年
３
月
期
の
実
績
は
２
，１

５
2
棟
、構
成
比
で
は
約
22
％
に
ま
で
高
ま
っ

て
い
ま
す
。昨
年
11
月
、余
剰
電
力
の
固
定
価

格
買
い
取
り
額
が
２
倍
に
な
っ
た
影
響
が
大

き
い
よ
う
で
す
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
、ス

マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
器
が
搭

載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
う
な
る
と
、

お
客
様
は
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
う
い
う
機

器
で
使
う
こ
と
が
最
適
な
の
か
、迷
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、エ
ネ
ル

ギ
ー
の
こ
と
を
ト
ー
タ
ル
で
ご
提
案
で
き
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」の
よ
う
な
存

在
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
開
発
に
関
し
て
、

各
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
激
し
い
競
争
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。各
社
と
も
蓄
電
池
メ
ー

カ
ー
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
、各
種
省
エ
ネ
機
器

メ
ー
カ
ー
な
ど
と
提
携
し
て
、取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。他
社
と
差
別
化
を
図
る
た
め
に

も
、そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
ス

マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
を
各
社
が
打
ち
出
し
て
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

太陽光発電  

電気自動車（EV）

蓄電池

ヒートポンプ

双方向の通信機能を有した電力計
た量を計測する機器でしたが、スマー
電力会社などに送る通信機能や蓄
することが可能になるほか、時間単
使用料金が滞納した際、通電を停止
HEMSと連携し、家電を遠隔操作・制

スマートメーター

太陽電池パネルを使って、際限なく得られる太陽光を電力に
変換するシステム。スマートグリッド普及において、鍵となる
発電機器。天候に左右されやすいのが課題ですが、他のエネル
ギーや蓄電池との併用で補うことができます。地震などの災害
でも一斉に停電にはなりにくいのも特長です。現在は、経済産
業省が初期投資の回収期間を短縮するための助成策を検討中。
今後はさらなる普及が見込まれています。

太陽光発電システム
繰り返し充電・放電が可能な電池。太陽
光発電は天候が変わると発電出力が変
化しますが、蓄電池を使用することで、
安定して電力を利用できるようになり
ます。その意味では、蓄電池はスマートグ
リッドを普及させる上で、重要なアイテム
になると予想できます。

蓄電池

蓄電池を搭載した自動車。家庭のプラグで充電しますが、外出先
では充電ステーションでも充電可能です。EVを家庭用蓄電池とし
て活用し、昼間に太陽光発電された余剰電力を蓄電し、夜間にその電
力を家庭で使うことが検討されています。

電気自動車（EV）Electric Vehicle

熱媒体を利用して熱を移動させる技術。日本では近年「エコキュート」な
ど、空気の熱を利用した給湯機が注目を集めています。家庭の中でも特に給
湯器に使うエネルギーは大きいため、少ない電力と再生可能エネルギーでお
湯を沸かせるヒートポンプは、低炭素社会へ高い貢献度が期待されます。

ヒートポンプ

燃料を化学反応させることで生ずるエネルギーを、電力として
取り出す装置。最も一般的なのは、水素と酸素の化学反応を利
用したタイプです。燃料電池を利用したコージェネレーションシ
ステムの代表例として「エネファーム」があります。都市ガスなど
から水素を取り出し、空気中の酸素と反応させて発電。その時に発
生する熱を利用して同時にお湯を作り出すことができます。

燃料電池

太陽光発電で発
を各家電・機器で
「交流」に変換する
際には多くの場合、
てさらに「直流」
変換の都度エネル
ます。これを抑える
給電する仕組みが

パワー
コンディ  

    効率的に無駄なく　
スマート 

田中 康夫
住友林業株式会社
住宅事業本部
技術部

技術グループ
次長
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「スマートグリッド」の末端を形成する「スマートハウス」とは
一体どのような住宅なのでしょうか。

chapter1に引き続き、東京工業大学の柏木教授に解説していただきました。

Chapter 2
スマートシティを実現する基盤

「スマートハウス」とは？

 システム

スマート
メーター

燃料電池

パワー
コンディショナー

器。従来の電気メーターは利用し
トメーターは計測したデータを
積機能があります。遠隔で検針
位での電力使用状況の把握や、
することもできます。将来的には
御することも可能になります。

電した「直流」電力
利用できるように
装置。家電などは実
アダプタなどによっ
変換しており、この
ギーロスが生じてい
ため、直接「直流」で
検討されています。

ショナー 家電や給湯機器をネットワークでつ
なぎ、効率良く最適に自動制御する
システム。電力消費量の履歴や電気、
ガスなどの利用状況を「見える化」
し、効果的な省エネ実現に役立てるこ
とができます。各エネルギーの使用量
をCO₂排出量や料金に換算して数値
やグラフで表示する仕組みも検討さ
れています。

HEMS 
Home Energy Management System

「
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
」と
は

ど
ん
な
家
の
こ
と
で
す
か
？

「
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
」と
は
、太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
蓄
電
池
な

ど
の
環
境
機
器
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
・

供
給
の
情
報
通
信
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
最
適
制
御
を
図
る

住
宅
の
こ
と
。例
え
ば
、屋
根
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
、各
種
省
エ

ネ
機
器
が
入
り
、Ｅ
Ｖ
が
コ
ン
セ
ン
ト
で

充
電
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
発
電
量
、

余
剰
電
力
量
な
ど
が
計
測
さ
れ
、得
ら
れ

た
デ
ー
タ
を
通
し
て
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ホ
ー
ム

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）

が
効
率
良
く
制
御
し
、最
適
な
方
法
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
。余
剰
電
力
は
蓄
電

池
に
充
電
さ
れ
、必
要
な
と
き
に
は
Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
の
指
示
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。将
来
、各
機

器
の
連
携
に
よ
り
、情
報
化
さ
れ
た
「
ス

マ
ー
ト
（
賢
い
）」な
家
が
実
現
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
予
想
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
は
な
ぜ
注
目

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？　

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
が
普
及
し
た

と
き
に
、最
も
変
わ
る
と
予
想
で

き
る
の
が
「
住
宅
」だ
か
ら
で
す
。数
多

く
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
工
場
も
、多

く
の
電
力
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、ま
ず

最
初
に
産
業
構
造
が
大
き
く
変
わ
り
そ

う
に
思
え
ま
す
が
、な
か
な
か
そ
う
は
い

か
な
い
と
予
測
で
き
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、

工
場
は
１
軒
１
軒
の
家
と
比
べ
て
使
用

す
る
電
力
が
桁
違
い
に
多
い
た
め
、そ
れ

に
対
応
で
き
る
省
エ
ネ
機
器
を
搭
載
す

る
の
が
難
し
い
か
ら
で
す
。そ
の
点
、住

宅
は
工
場
よ
り
も
構
造
を
変
え
や
す
い

面
も
あ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
ち

や
す
い
と
い
う
見
方
が
あ
り
ま
す
。そ
こ

で
「
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
」と
い
う
概
念
が

注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
に
住
む
こ
と

で
、ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
か
？

消
費
電
力
を
効
率
良
く
制
御
で

き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、経
済
性

の
点
で
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、エ
ネ
ル

ギ
ー
を
効
率
的
に
使
え
る
の
で
、家
庭

内
に
お
い
て
、こ
れ
ま
で
省
エ
ネ
だ
け
で

は
不
可
能
だ
っ
た
カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ナ
ス

（
※
）を
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ

う
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に

利
用
す
れ
ば
、Ｃ
Ｏ
²
排
出
を
最
低
限
に

抑
え
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

※ 

Ｃ
Ｏ
²
排
出
量
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
吸

収
量
を
上
回
る
こ
と

QA

QA

QA

エネルギーを使う
 ハウス

ICT
（情報通信技術）

HEMS

8月1日（日）　10：10　    晴れ☀　25℃
設 定

省エネ

お出かけ

おやすみ

モード

電気自動車充電量
 0.4kw

太陽光
発電量
 2.5kw

燃料電池発電量
 1.0kw

電気使用量
 0.8kw

売電量
 2.3kw

燃料電池

HEMS表示イメージ
発電、蓄電状況を

「見える化」し、コントロール
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スマートグリッドが普及すると、
建材流通業界、建設会社には

どのようなビジネスチャンスの可能性があるのでしょうか。
住宅業界やスマートグリッドを第一線で研究している、

野村総合研究所の上席コンサルタントの
馬場氏、山内氏のお二人にお話を伺いました。

Chapter 3
建材流通業界の

ビジネスチャンスを探る

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
鍵

―
―
建
材
流
通
業
界
、建
設
会
社
の
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に
ま
つ
わ
る
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
に
関
し
て
、ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

各
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
、省
エ
ネ
機

器
メ
ー
カ
ー
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
企
業
が
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に

関
連
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し

始
め
て
い
ま
す
。ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の

詳
細
や
普
及
時
期
は
、種
々
の
制
度
検
討

の
状
況
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、い
つ
、ど
ん

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
く
る
か

は
断
定
で
き
ま
せ
ん
。た
だ
、現
時
点
で

建
材
流
通
業
界
、建
設
会
社
が
今
注
目

す
る
べ
き
は
、や
は
り
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド
普
及
へ
の
流
れ
の
中
で
、最
も

鍵
と
な
る
機
器
の
一
つ
で
す
。政
府
は
新

成
長
戦
略
に
お
い
て
「
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
国
家
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
太
陽
光
を
は
じ
め
と

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を

目
指
し
て
い
ま
す
。一
方
、今
の
と
こ
ろ
、

導
入
し
て
い
る
消
費
者
は
「
環
境
へ
の

負
荷
軽
減
」へ
の
興
味
よ
り
も
、「
初
期
投

資
額
は
い
つ
ま
で
に
回
収
で
き
る
か
」と

い
っ
た
コ
ス
ト
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
に
魅
力

を
感
じ
て
購
入
し
て
い
る
よ
う
で
す
。当

社
の
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
「
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
い
け

れ
ど
、損
を
す
る
の
は
嫌
」と
い
う
傾
向

が
は
っ
き
り
と
見
え
ま
す
。そ
こ
で
、太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
合
わ
せ
て
二
重

窓
や
断
熱
塗
装
を
取
り
入
れ
る
「
太
陽

光
＋
α
」の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
提
案
は
効
果

的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
お
け
ば
、将
来
的
に
ス
マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド
が
普
及
し
た
時
に
活
用
の
幅
が

広
が
る
の
で
、消
費
者
に
「
ス
マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド
と
は
何
な
の
か
」「
ス
マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド
普
及
で
何
が
変
わ
る
の
か
」と

い
っ
た
大
ま
か
な
流
れ
を
説
明
し
、提
案

す
る
の
も
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。

不
確
定
要
素
が
多
く

可
能
性
は
未
知
数

―
―
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
普
及
に
よ

り
、将
来
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
生
ま
れ
る
と
予
想
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

　

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
が
普
及
す
る
と

と
も
に
、各
家
庭
に
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

や
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生

ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

の
あ
る
家
庭
で
は
「
自
分
の
家
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
は
、他
の
家
と
比
べ
て
ど
う

か
」と
い
う
他
者
と
の
違
い
を
知
り
た
い

も
の
。そ
こ
で
、Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
通
じ
て
各

家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
を
集
め
れ
ば
、

そ
の
「
情
報
」を
使
っ
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

た
だ
、Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
情
報
を
使
っ
た
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
に
は
課
題
が
あ
り

ま
す
。情
報
収
集
す
る
企
業
が
、電
力
会

社
な
の
か
、ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
の
か
、そ

れ
と
も
他
の
企
業
な
の
か
、ま
だ
見
通
し

が
つ
い
て
い
な
い
点
で
す
。「
ど
こ
が
、ど

の
よ
う
に
情
報
を
手
に
入
れ
る
か
」と

い
っ
た
具
体
的
な
動
き
が
ま
だ
見
え
な

い
た
め
、ど
れ
だ
け
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
な
る
か
は
未
知
数
で
す
。ま

た
、Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
情
報
に
よ
っ
て
、在
宅
時

間
帯
が
分
か
る
な
ど
、暮
ら
し
向
き
が
把

握
で
き
て
し
ま
う
た
め
、個
人
情
報
管
理

の
方
法
が
問
題
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。こ
れ
も
現
在
は
見
通
し
が
つ
い
て
お

ら
ず
、今
後
課
題
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
普
及
に
関
し
て

は
、不
確
定
な
部
分
が
多
く
、話
題
が
先

行
し
て
い
る
の
は
確
か
で
す
。し
か
し
、

今
後
住
宅
関
連
企
業
の
営
業
方
法
に
大

き
な
変
化
が
現
れ
る
こ
と
も
十
分
考
え

ら
れ
ま
す
。変
化
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に

は
、こ
れ
か
ら
も
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
普

及
の
動
向
を
追
い
続
け
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

太陽光発電に注目しつつ
今後の動向を追うことが大切

馬場 功一氏
株式会社野村総合研究所

事業戦略コンサルティング一部
上席コンサルタント
グループマネージャー

山内 朗氏
株式会社野村総合研究所

事業戦略コンサルティング一部
上級コンサルタント

●まずは太陽光発電システムの
　営業から。コストメリットを意識
　したリフォームの提案が効果的

●住宅関連企業の営業方法に
　変化が表れる可能性も。
　常にスマートグリッド・
　スマートハウスの普及動向を
　　　チェック！

POINT!

住まいとまちを変える!?スマートグリッド特 

集
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職で初めて配属されたの
は経理部。簿記の資格を活
かして就職したものの、何

だかしっくりこない。そんな時、まった
く違う畑の営業部に配属。何も分から
ず「木とは何か」「家とは何か」をお
客様から現場で徹底的に教えてもらっ
た。時にはこっぴどく怒られて、自分の
ふがいなさを感じたこともあった。し
かし、真摯に仕事に立ち向かい、次第に
成長していくにつれて、鏡原さんは気
付いた。「そうか、自分は営業がやりた
かったんだ」。

らに営業に磨きをかけるべ
く、国産材の製材・販売や
集成材の製造を主力事業と

する院庄林業株式会社に就職。兵庫で
の営業を経て、現在は東京のビルダー、
工務店、ハウスメーカーなど、既存のお
客様に対するルート営業、新規開拓を
担当している。営業の魅力は、や
はり「人とのつながり」を
感じられる職業である
点だ。ビジネスは常
に厳しいもの。初
めて会った工務
店の社長や大工

から難題を突き
つけられることもしば
しばある。「そこで『それは無
理ですね』とお断りしてしまっては、何
も始まりません。まずは必ず『やって
みます』と答えるようにしています。難
しそうなら代案を提案してみるのも一
つの手。お客様は私を信頼して相談し
てくれるのですから」。そうして築き上
げたお客様との絆は、何物にも代え難
い。「お客様から『娘が結婚するんだけ
れど、この男はどう思う？』なんて、写
真を見せてもらうことも。仕事以外の
こんな相談もうれしいですよね」。

近、鏡原さんは市場の変化を
肌で感じているという。「国
産材への追い風です。これ

まで根気強く提案してもなかなか振り
向いていただけなかった営

業先から、先日、長期
優良住宅の相談
を受けてお手伝
いをすること
になったんで
す。こういっ

たお問い合せはかなり増えています
ね」。院庄林業ではPEFCの森林認証
材を取り扱っている。鏡原さんはお客
様に認証材の合法性を説明すると同
時に、木材によるCO₂の吸収固定量を
数値化したデータなども提示し、環境
配慮をアピール。目まぐるしく変わる
業界情報をキャッチするために、常に
雑誌やインターネットでの資料集めも
欠かさない。「激しい競争で生き残って
いくには必要なこと。お客様や施主様
の意識も変わりつつある中、まず私た
ちが変わっていかなければならないで
すよね」。

後の目標について「これま
で築き上げてきたお客様と
のつながりに甘えることな

く、知識と話術を磨いて営業力を強化
したい」と語る鏡原さん。常にさらなる
高みを目指しているからこそ、お客様
から信頼されるのだろう。

木材建材業界の未来を担う
若者たちをクローズアップ。For

The Frr
変
わ
り
ゆ
く
市
場
に
対
応
す
る
に
は
、

ま
ず
自
ら
が
変
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す

院庄林業株式会社
営業部　マネージャー

鏡原 文夫さん

大阪府出身。前職の木材製材業から、同業
種の院庄林業株式会社に2002年転職。関
西店に営業担当として配属される。2008
年に東京本社営業部へ異動。現在に至る。
趣味は釣りで、特にスズキの海釣りが好
き。会社帰りに東京本社前に流れる荒川で
楽しむことも。特技は学生時代から続けて
いるサックス演奏。お客様に誘われて、一
緒にスタジオに入った思い出もある。

前

さ

最

今

住宅への「安心」「安全」がより重視さ
れ、木材のサイズや強度などの規格が整備さ
れていくと思います。また、リフォームに適し
た材料開発において、各メーカーの競争が一
層激しくなっているのでは。市場のニーズを的
確に判断し、業界を盛り上げるために貢献し
ていきたいですね。 （鏡原さん）

10年後の
木材建材業界を予想！
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まだまだあります！梅原相談役が解説

会議は年間30分以下
ウチには朝礼もなければ年頭の社長挨拶もない。「いいものを、安く、早く」が私たちの使命。それさえ決まっていれば、会議など必要なし。立ち話で十分。
組織、肩書き一切なし
組織や肩書きがあるから社員は縛られる。ジャスダック上場の際は、監査の人から「組織がないと責任の所在が不明確になる」と言われたけど、それでも組織なんてつくらなかった。
給料は完全年功序列
給料は完全に年功序列。家庭のあるベテランとまだ独身の若手の給料が同じというのは私の感覚では納得いかない。

社員重視、株主軽視
ウチの工場の蛍光灯はスーパーマーケットくらい明るい。社員の目が疲れないようにするため。株主が「もっと照明を落としてコストを削れ」と言ってきたら断固反対します。社員が働いてこそ利益がある。だから私は社員重視、株主軽視といってはばからない。

1

2

3

4

本社：東京都府中市分梅町2-20-5工場：山梨県韮崎市
　　　旭町上條南割3191
代表取締役社長：林 哲也
従業員数：約100名
売上高：約15億円（2009年6月期）http://www.a-one-seimitsu.co.jp/

　

エ
ー
ワ
ン
精
密
で
は
基
本
的
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
注
文
を
受
け
る
。電
話
の

場
合
は
そ
の
場
で
、フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は

担
当
者
が
す
ぐ
に
注
文
主
に
詳
細
を
確

認
の
上
、必
要
事
項
を
書
き
込
ん
だ
注

文
伝
票
を
フ
ァ
ク
ス
で
工
場
へ
流
す
。こ

こ
ま
で
長
く
て
も
２
分
。工
場
で
は
フ
ァ

ク
ス
が
届
き
次
第
、す
ぐ
さ
ま
そ
れ
を
エ

ア
シ
ュ
ー
タ
ー
に
入
れ
て
現
場
へ
。受
け

取
っ
た
現
場
担
当
者
は
そ
の
足
で
資
材

置
き
場
に
走
り
、必
要
な
材
料
を
選
択

し
、機
械
に
セ
ッ
ト
。注
文
を
受
け
て
か

ら
生
産
が
ス
タ
ー
ト
す
る
ま
で
に
か
か

る
時
間
は
も
の
の
５
分
だ
。

　
「
ア
ナ
ロ
グ
で
し
ょ
う
？　

で
も
こ
れ

が
い
ち
ば
ん
で
す
。『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
ら
？
』と
言
う
方
も
い
ま
す

が
、工
場
で
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
作
業

す
る
の
は
傍
目
に
は
ス
マ
ー
ト
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、現
場
か
ら
す
れ
ば
面
倒
な

だ
け
。そ
れ
に
フ
ァ
ク
ス
な
ら
ば
、そ
の

ま
ま
作
業
指
示
書
と
し
て
も
使
え
る
。

こ
れ
が
実
に
便
利
」。

　

と
も
す
れ
ば
〝
ア
ナ
ロ
グ
人
間
〞に

見
ら
れ
が
ち
な
梅
原
相
談
役
だ
が
、実

は
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
で
も
他
社
を

リ
ー
ド
。取
引
先
の
数
が
ま
だ
３
，０
０

０
社
程
度
（
現
在
は
国
内
外
合
わ
せ
て

１
万
４
，０
０
０
社
）だ
っ
た
頃
か
ら
オ

フ
コ
ン
を
導
入
す
る
な
ど
管
理
部
門
を

い
ち
早
く
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
た
。「
在

庫
だ
っ
て
、セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
が
Ｐ

Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
始
め
る
前
か
ら
バ
ー

コ
ー
ド
管
理
し
て
い
ま
し
た
よ
。町
工
場

に
と
っ
て
は
小
さ
く
な
い
投
資
で
し
た

が
、お
金
を
か
け
る
べ
き
と
こ
ろ
に
か
け

な
か
っ
た
ら
会
社
は
回
り
ま
せ
ん
」。

正
し
く
つ
く
れ
ば

正
し
い
も
の
が
で
き
る

　
「
短
納
期
」が
代
名
詞
に
も
な
っ
て
い

る
エ
ー
ワ
ン
精
密
だ
が
、品
質
の
高
さ
も

群
を
抜
い
て
い
る
。さ
ぞ
品
質
チ
ェ
ッ
ク

に
は
万
全
を
期
し
て
い
る
の
か
と
思
い

き
や
、検
査
を
専
門
に
行
う
組
織
は
存

在
し
な
い
と
い
う
。

　
「
先
日
も
ウ
チ
の
工
場
を
見
学
に
来

ら
れ
た
大
手
企
業
の
役
員
さ
ん
に
『
製

品
チ
ェ
ッ
ク
は
ど
ん
な
ふ
う
に
？
』と
聞

か
れ
た
の
で
『
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い

る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
』と
お
答
え
し
ま

し
た
。で
き
あ
が
っ
た
製
品
を
い
ち
い
ち

『
こ
れ
は
い
い
、そ
っ
ち
は
ダ
メ
』な
ん
て

や
っ
て
い
た
ら
短
納
期
な
ど
実
現
で
き

る
わ
け
が
な
い
。き
ち
ん
と
工
程
を
経

て
つ
く
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、ち
ゃ
ん
と

し
た
品
物
が
で
き
て
当
た
り
前
な
ん
だ
。

と
は
い
え
年
に
何
度
か
は
製
品
が
う
ま

く
動
作
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
ん

な
と
き
で
も
、す
ぐ
に
原
因
を
突
き
止

め
新
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て
送
っ
て
し

ま
う
の
で
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
こ
と

な
ど
ま
ず
な
い
。製
品
を
行
っ
た
り
来

た
り
さ
せ
て
時
間
を
浪
費
し
て
い
る
会

社
を
見
か
け
ま
す
が
、私
た
ち
か
ら
す
れ

ば
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。だ
っ
て
、エ
ー
ワ

ン
精
密
は
日
本
で
一
番
、時
間
を
大
切
に

し
て
い
る
会
社
で
す
か
ら
」。

本社スタッフは13名。うち
わずか2名で入金などの管
理業務をこなしている

エーワン精密のこだわりポイント
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Front runner
先端企業に学ぶ

企業が成長するカギは
常識にとらわれないこと。
挑戦し続ける優良企業から
ビジネスヒントを学びます。

40
年
間
の
平
均
利
益
率

40
％
超

　

驚
異
的
な
高
収
益
率
を
誇
る
町
工
場

が
あ
る
。コ
レ
ッ
ト
チ
ャ
ッ
ク
（
写
真
上

参
照
）で
国
内
シ
ェ
ア
６
割
を
占
め
る

エ
ー
ワ
ン
精
密
だ
。１
９
７
０
年
の
設
立

か
ら
現
在
ま
で
の
平
均
経
常
利
益
率
は

実
に
40
％
超
。ギ
リ
ギ
リ
の
選
択
を
迫

ら
れ
る
企
業
が
少
な
く
な
い
中
、エ
ー
ワ

ン
精
密
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
安
定

し
た
経
営
が
続
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
答
え
の
一
つ
が
〝
超
〞が
つ
く
ほ

ど
の
「
短
納
期
」。当
日
の
午
後
３
時
ま

で
に
受
け
た
注
文
の
７
割
は
そ
の
日
の

う
ち
に
発
送
し
て
し
ま
う
と
い
う
。

　
「
ヨ
ソ
が
１
週
間
か
か
る
と
こ
ろ
を
ウ

チ
は
１
日
、例
え
1
点
も
の
で
も
喜
ん

で
注
文
を
受
け
る
の
だ
か
ら
、さ
す
が
に

お
客
さ
ん
も
『
ま
け
て
』と
は
言
っ
て

き
ま
せ
ん
。仮
に
『
ま
け
て
』と
言
わ
れ

て
も
、び
た
一
文
ま
け
ま
せ
ん
が
（
笑
）。

だ
っ
て
、こ
ち
ら
は
品
質
を
維
持
で
き
る

『
材
料
費
』、社
員
の
働
き
に
報
い
る
『
給

料
』、将
来
の
た
め
の
『
設
備
資
金
』、そ

し
て
事
業
継
続
の
た
め
の
利
益
を
乗
せ

た
適
正
価
格
で
商
売
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、簡
単
に
値
引
き
な
ん
て
で
き
っ
こ
な

い
。『
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
早
く
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
？
』と
い
ろ
ん
な
方

に
聞
か
れ
ま
す
が
、秘
訣
な
ん
て
な
い
ん

で
す
。『
注
文
を
受
け
た
ら
す
ぐ
に
つ
く

る
』。こ
の
ひ
と
言
に
尽
き
ま
す
」。創
業

者
の
梅
原
相
談
役
は
こ
と
も
な
げ
に
言

い
切
る
。

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を

駆
使
し
効
率
を
高
め
る

　
〝
す
ぐ
に
つ
く
る
〞た
め
の
仕
組
み
は

こ
う
だ
。

→

→

株式会社エーワン精密

日
本
で
い
ち
ば
ん

ウ
チ
は
時
間
を大
切
に
し
て
い
る

会
社
で
す

40040400404
年
間
の
平
均
利
益
率率率
益
率
益
利
益

均
利
均
利

平
均
平
の
平
の
間
の
間
年
間
年

率
益
率
益
率

利
益
利
均
利
均
平
均
平
の
平

間
の
間
年
間
年年

取締役相談役
梅原 勝彦さん

5,000坪を超える
山梨県韮崎市の工場

本社で注文を受けてから
5分後には生産がスタート

コレットチャックは工作機械である自動旋盤に実装され、加工物を固定するための道具。あらゆる工業製品をつくる上で欠かせないものだ
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「スマートグリッド」特集、いかがだったでしょうか。送電網の脆弱性を背景とする欧米と、すでに“スマート”な送電網を有した上で家
庭用太陽光発電の大量導入を見据える日本とでは、定義や方向性が微妙に異なるようです。「スマートハウス」についてもさまざまな
実証試験が今まさに行われている最中であり、全体像がいまだ見えにくいのが現状です。本誌でも今後さらに具体的な動きが見えて
きた段階で、また採り上げたいと思います。引き続き動向に要注目です。

 Biz Topics

編集後記

ビジネスにプラスになる
情報を、住友林業がお届け！

plus

 編集室より　『建材マンスリー』のご意見、ご感想をお寄せください。住友林業株式会社 木材建材事業本部 『建材マンスリー』編集室（三浦・齋藤　FAX：03-3214-3282）

News pick up! 住友林業ニュース
　

住
友
林
業
は
７
月
９
日
か
ら
家

庭
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
り
出

す
こ
と
で
C
O
²
の
排
出
量
を
削
減

し
、余
っ
た
電
力
を
売
電
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
低
減

す
る
Ｎ
ｅ
ｗ
「
Ｓ
ｏ
ｌ
ａ
ｂ
ｏ
（
ソ
ラ

ボ
）」を
発
売
し
ま
し
た
。

　

今
回
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
発
売
し

た
N
e
w
「
S
o
l
a
b
o
」
は
、「
住

友
林
業
の
家
」の
環
境
価
値
は
そ
の

ま
ま
に
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
加

え
、家
庭
用
燃
料
電
池
な
ど
を
選
択

可
能
と
し
、設
備
仕
様
を
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
従
来
に
比
べ
て

そ
の
商
品
力
を
大
き
く
向
上
さ
せ
て

い
ま
す
。住
宅
購
入
者
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
関
心
は
年
々

高
ま
っ
て
お
り
、成
長
を
続
け
る
太
陽

光
発
電
住
宅
市
場
に
本
商
品
を
投
入

す
る
こ
と
で
、販
売
シ
ェ
ア
の
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

住
宅
購
入
を
検
討
す
る
人
を
対

象
と
し
た
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
に
よ
る
調

査
（
※
）で
は
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
搭
載
を
希
望
す
る
人
の
割
合
が

約
75
％
を
占
め
て
お
り
、当
社
に
お

い
て
も
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
搭

載
し
た
住
宅
の
販
売
棟
数
は
、年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。当
社

で
は
、国
産
材
の
積
極
活
用
に
よ
る

国
内
山
林
の
C
O
²
吸
収
促
進
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
植
林
に
よ
る
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
取
り
組
み
、「
涼

温
房
（
り
ょ
う
お
ん
ぼ
う
）」の
設
計

手
法
に
よ
る
居
住
段
階
の
C
O
²
排

出
量
や
光
熱
費
の
大
幅
削
減
な
ど
、

「
住
友
林
業
の
家
」の
環
境
や
家
計
へ

の
貢
献
度
を
大
き
く
向
上
さ
せ
て
き

ま
し
た
。Ｎ
ｅ
ｗ
「
Ｓ
ｏ
ｌ
ａ
ｂ
ｏ
」を

投
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、環
境
価
値

が
高
い
木
造
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
搭
載
す
る
こ
と
が
、そ
れ
ら

へ
の
負
荷
を
大
き
く
軽
減
す
る
住
宅

で
あ
る
こ
と
を
訴
求
し
、初
年
度
４
，

０
０
０
棟
の
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

※
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
「
２
０
１
０
年
住
宅
検
討
者

　

エ
コ
意
識
調
査
報
告
書
」

　

住
友
林
業
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
搭
載
の
住
ま
い
を
中
心
と
し
た
、

当
社
が
提
案
す
る
環
境
配
慮
型
住
宅

の
魅
力
を
訴
求
す
る
「
電
気
を
つ
く

る
、き
こ
り
ん
の
家
フ
ェ
ア
」を
全
国

で
開
催
中
で
す
。

　

当
社
で
は
、再
生
可
能
な
資
源
で

あ
る
木
を
活
用
し
、冷
暖
房
に
頼
り

き
ら
な
い
「
涼
温
房
（
り
ょ
う
お
ん

ぼ
う
）」の
設
計
提
案
な
ど
に
よ
り
、

環
境
に
配
慮
し
た
住
ま
い
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。今
回
の
フ
ェ
ア
で

は
、環
境
価
値
の
高
い
「
住
友
林
業

の
家
」に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

融
合
さ
せ
た
住
ま
い
の
魅
力
に
つ
い

て
、お
客
様
に
楽
し
み
な
が
ら
、体
感

し
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。住
居

か
ら
の
C
O
²
排
出
量
や
光
熱
費
な

ど
を
効
率
的
に
削
減
し
、居
住
段
階

で
の
環
境
負
荷
低
減
と
、家
計
へ
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
住
ま
い
づ

く
り
に
つ
い
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、完

成
現
場
、展
示
場
、相
談
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
見
て
、聞
い
て
、体

感
で
き
る
連
続
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

フ
ェ
ア
は
左
の
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
ｅ
ｗ
「
Ｓ
ｏ
ｌ
ａ
ｂ
ｏ
（
ソ
ラ
ボ
）」発
売
開
始

自
宅
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
る
、

環
境
に
も
家
計
に
も
や
さ
し
い
木
の
家

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
住
ま
い
の
魅
力
を
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
体
感

「
電
気
を
つ
く
る
、き
こ
り
ん
の
家
フ
ェ
ア
」

開
催

「電気をつくる、きこりんの家フェア」

WEB住まい博トップページ
（イメージ）

第1ステップ （7月9日～8月1日）

WEB住まい博
「木の家と太陽光で、エコな暮らしへ」
テーマパークを楽しむように住友林業の家づくりを

体感することができるWEB博覧会

第2ステップ （7月24日・25日）

「太陽光発電の家」完成現場見学会
太陽光発電システムを搭載したお客様宅を

全国で大公開

第3ステップ （8月7日～15日）

「太陽光でECOウィーク」
展示場で、太陽光発電システムと木の家の魅力を紹介

第4ステップ （8月21日・22日）

「風と緑の設計相談会＋太陽光」
涼温房の設計と太陽光発電システムの

全てが分かる大相談会

「WEB住まい博」はこちらから

http://sumaihaku.sfc.jp/  

問
い
合
わ
せ
先

住
宅
事
業
本
部 

営
業
推
進
部

T
E
L
：
0
1
2
0
‐
2
1
‐
7
5
5
5
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貸家 分譲戸建
分譲マンション★持家
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前年同月比（%）総数
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★
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★
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建 材 マ ン ス リ ー 資 料 室

平成22年5月の新設住宅着工 △は減

5月
4月 3月 2月対前月比

　　（戸）　　　 　（％）
対前年同月比

　　（戸）　　　 　（％）

新　設　住　宅　計 59,911 △6,657 △ 10.0 △2,894 △4.6 66,568 65,008 56,527
建築主別 公共

民間
2,336
57,575

△296
△6,361

△ 11.2
△ 9.9

561
△3,455

31.6
△ 5.7

2,632
63,936

3,034
61,974

917
55,610

利用関係別 持家
貸家
給与住宅
分譲住宅

24,243
21,759
736

13,173

747
△2,666
172

△4,910

3.2
△ 10.9
30.5

△ 27.2

1,104
△3,408
△697
107

4.8
△ 13.5
△ 48.6
0.8

23,496
24,425
564

18,083

21,981
24,055
1,661
17,311

20,867
21,671
920

13,069

資金別 民間資金 49,705 △5,934 △ 10.7 △5,881 △ 10.6 55,639 54,667 49,810

公的資金 10,206 △723 △ 6.6 2,987 41.4 10,929 10,341 6,717

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2,154
4,162

0
3,890

276
△521
△278
△200

14.7
△ 11.1
△ 100.0
△ 4.9

1,233
1,462
△405
697

133.9
54.1

△ 100.0
21.8

1,878
4,683
278
4,090

1,867
4,328
502
3,644

562
3,663

0
2,492

構造別 木造 34,959 534 1.6 1,677 5.0 34,425 33,947 32,115

非木造 24,952 △7191 △ 22.4 △4,571 △15.5 32,143 31,061 24,412

鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

509
13,034
11,299
43
67

△289
△6,064
△834

2
△6

△ 36.2
△ 31.8
△ 6.9
4.9

△ 8.2

34
△3,517
△1,037

△9
△42

7.2
△ 21.2
△ 8.4
△ 17.3
△ 38.5

798
19,098
12,133

41
73

1,499
19,080
10,361
36
85

405
12,295
11,604
47
61

構造別 戸
対前月比

　（戸）　　　 （％）
対前年同月比

　（戸）　　　 （％）
利用関係別 戸

対前月比
　（戸）　　　 （％）

対前年同月比
　（戸）　　　 （％）

合　計
木　造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造

9,860
945
215
8,700

884
136
119
629

9.8
16.8
124.0
7.8

20
5

△316
331

0.2
0.5

△59.5
4.0

持　　家
貸　　家
給与住宅
分譲住宅

4,372
5,124
126
238

452
368
91

△27

11.5
7.7

260.0
△10.2

353
△319
△46
32

8.8
△5.9
△26.7
15.5

プレハブ新設住宅戸数

枠組壁工法（ツーバイフォー）新設住宅戸数

利用関係別 合計 持家 貸家 給与
住宅

分譲
住宅対前月比 対前月比 対前月比 対前月比 対前月比

対前年同月比 対前年同月比 対前年同月比 対前年同月比 対前年同月比

木造
戸

6,806
戸

△80
％

△1.2 2,185
戸
64

％
3.0 3,378

戸
△408

％
△10.8 4

戸
△1

％
△20.0 1,239

戸
265

％
27.2

120 1.8 196 9.9 △461 △12.0 0 0.0 385 45.1

総数
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（千戸） （千戸） （千戸）

平成 21年 平成 22年
5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

平成 21年 平成 22年
5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

貸家 分譲戸建
分譲マンション★持家

20

25

30

35

40

45

50

20.0

30.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

前年同月比（%）総数

★ ★ ★ ★ ★ ★
★ ★

★

★ ★
★

★★

利用関係別戸数 構造別 木造戸数
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